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 ２０１１年 2 月 13 日（日）は、東京地区・大阪地区の交番検査が出勤になりまし

た。東京地区においては初めて日曜日が出勤になります。私たち現場で働いているも

のとして、なぜ日曜出勤なのかを現場管理者に聞いてもはっきりと返答をしない管理

者ばかりで、新幹線地本業務部を通して事業本部に再確認をしたところ、またしても

「運用の都合だ！」と言う回答だったのです。 

 2 月の日曜日は社員にとって一番休みたい時期でもあります。若者はバレンタイン

デーなどで忙しいでしょう。お父さん・お母さんは子供の受験（高校・大学）の付き

添いなど忙しいのが目に見えているのです。そんな時期に、会社は運用の都合のみで

交番検査の日曜出勤をさせたのです。2 月１１日の祝日を出勤にし、日曜日を休みと

なぜ考えなかったのでしょうか？ 

 祝日手当を出すのがそんなに嫌なのでしょうか？効率化で少なくなった交番検査

の人数です。儲かっている東海会社が手当をだせないわけはないのです。リニアにお

金がかかるのですか？ 

 私たち新幹線地本車両技術分科会は、東京車両所分会と連携を取り 2 月 12 日・１

３日の分会掲示板に「交番検査の日曜出勤反対」としてスローガン闘争を行いました。 

  ７階６階５階の分会掲示板を以下のように張り闘ってきました。 

 


